
 学校
がっこう

生活
せいかつ

のきまり  大阪市立西中島小学校 

 

１．登
とう

下校
げこう

について 

〇 登校
とうこう

時刻
じ こ く

  ８時
じ

１５分
ふん

～８時
じ

２５分
ふん

       

○ 黄色
き い ろ

の帽子
ぼ う し

をかぶろう。                

○ 通学
つうがく

路
ろ

を守
まも

り、交通
こうつう

安全
あんぜん

に気
き

をつけよう。 

○ 下校
げ こ う

の途中
とちゅう

、寄
よ

り道
みち

をしないで、まっすぐ家
いえ

に帰
かえ

ろう。 

○ 下校後
げ こ う ご

、忘
わす

れ物
もの

をしても取
と

りに来
こ

ない。 

 

２．持
も

ち物
もの

について 

○ 持
も

ち物
もの

には、必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

こう。 

〇 学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

でないものや授業
じゅぎょう

に集 中
しゅうちゅう

できないものは、持
も

ってこないように

しよう。（お金
かね

、携帯
けいたい

電話
で ん わ

、シャープペンシル、まんがの本
ほん

、不必要
ふ ひ つ よ う

なキー

ホルダーなど） 

〇 ランドセルを大切
たいせつ

に使
つか

おう。 

 〇 毎日
まいにち

、お茶
ちゃ

入
い

りの水筒
すいとう

をもってきましょう。 

３．服装
ふくそう

について 

◎ 学習
がくしゅう

活動
かつどう

にふさわしい、活動
かつどう

しやすいものにしよう。 

（夏服
なつふく

は、肌
はだ

が出
で

すぎないようにしましょう。） 

◎ 手袋
てぶくろ

、防寒
ぼうかん

着
ぎ

は校舎内
こうしゃない

で着用
ちゃくよう

しないようにしよう。 

 

 

 

時刻
じ こ く

をまもろう 
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４．遊
あそ

びについて 

○ 晴
は

れた日
ひ

は、運動場
うんどうじょう

に出
で

て元気
げ ん き

よく遊
あそ

ぼう。 

○ 運動場
うんどうじょう

に赤旗
あかはた

が出
で

ているときは、教室
きょうしつ

で静
しず

かに遊
あそ

ぼう。 

○ 遊具
ゆ う ぐ

や場所
ば し ょ

は、ゆずり合
あ

って、なかよく運動場
うんどうじょう

を使
つか

おう。 

○ 校舎
こうしゃ

の裏
うら

、給食室
きゅうしょくしつ

の近
ちか

く、池
いけ

のまわり、ろうか、階段
かいだん

などで遊
あそ

ばない。 

○ 遊
あそ

び道具
ど う ぐ

（一輪車
いちりんしゃ

、竹馬
たけうま

、ボールなど）の後
あと

片
かた

づけをきちんとしよう。 

○ コンビネーション遊具
ゆ う ぐ

では、決
き

められた遊
あそ

びだけにしよう。 

（おにごっこ、ボール遊
あそ

びなどはしない。） 

○ バスケットゴール、防球
ぼうきゅう

ネットなどの上
うえ

に乗
の

らないようにしよう。 

〇 サッカー・ドッジボール・バスケットボールなど、指定
し て い

の場所
ば し ょ

を守
まも

り、安全
あんぜん

に気
き

をつけて遊
あそ

ぼう。 

５．放課後
ほ う か ご

の校庭
こうてい

開放
かいほう

について 

○ ３月
がつ

～10月
がつ

は午後
ご ご

4時
じ

20分
ぷん

まで、11月
がつ

～２月
がつ

は午後
ご ご

4時
じ

00分
ぷん

まで運動場
うんどうじょう

で

遊べます
あそ

。 

○ 先生方
せんせいがた

の会議
か い ぎ

がある日
ひ

、運動場
うんどうじょう

に赤旗
あかはた

が出て
で

いる日
ひ

は残って
のこ

遊べません
あそ

。 

○ 1年生
ねんせい

は 2学期
がっき

から残って
のこ

遊べます
あそ

。（いきいき活動
かつどう

参加
さんか

の人
ひと

は遊べます
あそ

） 

○ 残って
のこ

遊ぶ
あそ

ことは、事前
じぜん

にお家
  うち

の人
ひと

に伝えて
つた

おくこと。 

○ 6時間目
じかんめ

終 了
しゅうりょう

（午後
ごご

3時
じ

25分
ふん

）までは、コンビネーション遊具側
ゆうぐがわ

でしか遊
あそ

べ

ません。 

６．その他
た

 

○ ろうか、階段
かいだん

は、右側
みぎがわ

を通行
つうこう

し、走
はし

らない。 

○ 進
すす

んで気持
き も

ちのよいあいさつをしよう。 

○ トイレはスリッパに履き替
は  か

えて使用
し よ う

する。   


